


（２）障がい者施設

（１）社会福祉協議会

①社協の雇用状況（28市町と県） ②非正規率ランキング ③ヘルパーの時給

７ 社協、障がい者施設など福祉を支える労働者の実態

1 亀山市 84.0％

2 四日市市 83.4％

3 紀宝町 82.4％

4 志摩市 81.8％

5 尾鷲市 80.0％

(非正規率

80％以上の社協)

＜パート＞

800円台 いなべ市（～1,500円）

松阪市 玉城町

900円台 四日市市（～1,250円）

尾鷲市 （～1,300円）

御浜町

1,000円台 東員町

1,100円台 紀北町

1,200円台 志摩市（～1,800円）

＜登録＞

700円台 熊野市（～1,200円）

800円台 木曽岬町（～1,500円）いなべ市（～1,500円）

900円台 大台町 南伊勢町

1,000円台 川越町 津市 伊賀市（～1,500円）

1,100円台 鈴鹿市 松阪市 多気町 紀北町 紀宝町

1,200円台 桑名市、伊勢市 度会町

1,300円台 鳥羽市 菰野町 大紀町 御浜町

1,400円台 東員町

①状況把握 ②自治体独自の障がい者施策 ①公契約条例の検討を ②建退共制度への加入を ③元請け企業への条例義務付けは

９ 深刻な医師・看護師不足 （自治体病院の状況）

○施設利用者の独自補助

・独自施策をもっている

9自治体

・もっていない 21自治体

○指定施設への独自助成

・独自施策をもっている

9自治体

・もっていない 20自治体

・不明 1自治体

①医師不足

・現在の医師数

583人

・不足医師数と診療科

16診療科55人

・医師不足の対策を

取った病院

12病院（16病院中）

②医師不足による

救急医療への影響
・休止

玉城病院

・制限 志摩市民病院

市立伊勢総合病院

紀南病院

県立志摩病院

・縮小 松阪市民病院

④看護師不足の影響

ⅰ病床の削減 志摩市民病院 90⇒77

ⅱ病棟の閉鎖 町立南伊勢病院

ⅲ救急医療を

・休止 県立志摩病院

・一部休床 市立伊勢総合病院

ⅳ影響ない ８病院

ⅴ影響あり

・市立四日市病院 （病床稼働率低下）

・尾鷲総合病院

③看護師不足の対策

・現在の看護士数

2,802人

・不足看護師数

65人

・看護師不足対策を

取った病院

13病院 （16病院中）

「要介護」に制限が

①今後、軽度（要介

護1,2）の高齢者に

ついて新しい「総

合事業」に移行が

検討されています

が、そうした移行

に賛成ですか、反

対ですか。

②特養への入所が「原則、要介護３以上」

となりましたが、要介護１，２の場合

であっても「事情により、特養以外で

の生活が著しく困難であると認められ

る場合、市町村の関与の下、特例的に

入所を認める」として自治体の関与に

より認めた人数及び施設数。

➡ 2016年度

15自治体 40施設（64名）

↓
特養全体 17％

10 いのちと地域が危ない、国主導の「病床削減」「介護縮小」

13 消えた白線アンケート

①地方創生推進交付金（2016年度）

について

事業を実施した９自治体について
○事業分野 仕事創生 ７ 人の流れ ４

働き方改革 １ まちつくり２

○事業成果 上げた８ 不十分 ０

どちらでもない １

○交付金額 足りている ７ 不足 ０

どちらでもない ２

○人材について 足りている５ 不足 １

どちらでもない ３

11 人口減少・地方創生

道路の白線は

修繕進む？
○みえ労連は17春闘で「白線アンケー

ト」を3,000枚配布し、304人から

回答がありました。

○結果をもとに30自治体と懇談

「予算を増やす」と「補正での対応

を予定」は3自治体、「検討」は20

自治体で、23自治体で消えた「白線」

補修の対応が進む予定です。

８ 動きだすか公契約条例

12.縮小する介護保険制度


